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指導助言者 柴田好章（名古屋大学大学院教授）

研究協力校代表委員
小野宏貴（江南・宮田小） 安田 了（豊川・中部小） 久田大輔（東浦・北部中）
池田千尋（幸田・幸田中） 林 佳宏（松平高） 鈴木佑治（豊丘高） 原 和大（岡崎聾）

研究所員（総合教育センター）
武田邦生 青木将司 伊藤慎吾 林 俊樹 中野佳美 西川 聡 杉山寛仁

これからの時代を生き抜く子供たちが身に付けるべき
「自ら学ぶ力」をＡＡＲサイクル（Ａ学習の見通しをも
つ・Ａ学習方略を身に付ける・Ｒ学習を振り返る）を通し
て育成する方策について研究しました。また、児童生徒が
ＡＡＲサイクルを主体的に回すためのポイントについて実
践報告を通して示します。

指導助言者 竹川慎哉（愛知教育大学准教授）

研究協力校代表委員
横井良祐（津島・神島田小） 松村謙二（刈谷・亀城小） 川口宗秋（稲沢・治郎丸中）
白山雄吾（田原・東部中） 成田敦彦（西春高） 牧田 陸（豊野高） 孫野健一（春日井高等特支）

研究所員（総合教育センター）
川口 晋 原田挙志 細澤美沙 近藤大祐 伊藤直宏 磯貝大輔 山田和幹

「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業改善の方策
の一つとして、教科における「探究的な授業づくり」の在り
方について研究しました。また、探究的な授業を実践する上
で欠かせない教科の枠を超えて共通する要素について、授業
実践を通して示します。

研究協力校代表委員
鈴木 要（一宮起工科高） 古橋孝輔（大府東高） 松崎克哉（碧南工科高）
三島宏典（名古屋聾） □ 望美（豊田高等特支） 石川直樹（港特支）

研究所員（総合教育センター）
稲山紀彰 細澤美沙 下山京美 水野司麻 西島謙一 叶井順子 西川 聡
小岩めぐみ

「自己理解」「主体的な進路選択」「進路先への移行に向
けた取組」の三本柱を軸に、自身の能力や特性、強みなどを
理解した上で、主体的に進路選択し、必要な支援を自ら求め
ることができる生徒の育成を目指して、高等学校と特別支援
学校高等部で研究を進めた成果について報告します。

第１部会 自ら学ぶ力の育成に関する研究

県 立 高 等 学 校 教 育 課 程 課 題 研 究

運営委員長 松原正明（一宮高 校長） 運営副委員長 荒川英之（高浜高 教頭）

研究員
玉城雄也（旭丘高) 武山さなえ（明和高） 木村友子（一宮高） 鈴木啓太（津島高)
加藤好広（東浦高） 杉浦孝幸（豊田東高） 栗田千寛（岡崎西高） 竹添貴子（幸田高）
村山博一（安城東高） 渡邉友章（高浜高） 高須伸吾（豊橋商業高） 安部芙季（蒲郡東高）

運営委員 高等学校教育課 亀田 篤 谷川 翼 富田めぐみ
総合教育センター 瀬尾匡史 水野司麻 細澤美沙

個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実さ
せる授業づくりについて研究しました。それぞれの
学びの場面に応じたＩＣＴの効果的な活用法や評価
の在り方について、授業実践を通して示します。

国
語

運営委員長 渡辺喜長（知立東高 校長） 運営副委員長 片山 元（春日井高 教頭）

研究員
植村元統（城北つばさ高） 是澤 佑（名古屋西高） 鈴木雅也（天白高） 鈴木泰裕（春日井泉高）
安部真太郎（日進西高） 松本佑太（長久手高） 若松陽平（小牧高） 早川大将（東海樟風高）
加藤圭介（豊田北高） 藤田健太郎（刈谷高） 吉田雅之（刈谷北高） 後藤 誠（知立東高）
安藤卓巳（時習館高） 中西悦子（豊橋東高） 鈴木泰志（御津あおば高）

運営委員 高等学校教育課 桑原 崇 □川宏治 総合教育センター 伊藤慎吾

①主体的な活動を通した「思考力・判断力・表現力
等」の育成

②「主体的に学習に取り組む態度」の評価の在り方
とそれを育成する指導法

③教員チームで授業研究を進める方策について研究し
た成果について報告します。

数
学

運営委員長 渡邉 崇（安城南高 校長） 運営副委員長 髙田真弥（五条高 教頭）

研究員
橋本正隆（緑丘高） 早川 諒（愛知商業高） 中尾 良（旭野高） 鈴木淳子（一宮高）
古本知大（東浦高） 天川勇規（衣台高） 都築修平（幸田高）

運営委員 高等学校教育課 天羽 康 総合教育センター 富安伸之

「情報Ⅰ」の目標や内容を踏まえ、知識や技能を活
用して、協働的に取り組むことができるパフォーマン
ス課題の開発や、生徒の思考力、判断力、表現力等を
育成するための指導法と評価について研究しました。
発表では、生成ＡＩを活用した問題解決、情報デザイ
ン、データの活用の授業実践について報告します。

情
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第２部会 「主体的・対話的で深い学び」を実現する
ための探究的な授業づくりに関する研究
（中間報告）

第３部会 特別な支援を必要とする子どもの卒業後の
生活へのスムーズな移行に関する研究

期間限定ＹоｕＴｕｂｅによるオンデマンド配信
◇「教育相談特別研修」研究報告動画
令和７年１１月２８日（金）９時から１２月１２日（金）１７時まで

申込方法 https://www.pref.aichi.jp/site/kenkyu/happyoannai.html

所属長の了承を得て、令和７年１１月１８日（火）までに上記のＵＲＬまたは二次
元コードからお申し込みください。後日、オンデマンド動画配信も行います。

【問合せ先】 愛知県総合教育センター 学校支援研究課 教育研究推進グループ 電話 ０５６１－３８－９５０３（直通）【問合せ先】 愛知県総合教育センター 学校支援研究課 教育研究推進グループ 電話 ０５６１－３８－９５０３（直通）

誰一人取り残さない『豊かな学び』の実現を目指して

第６５回愛知県総合教育センター研究発表会（オンライン開催）

講 演

〈演題〉

次期学習指導要領を見据えた学校教育の在り方

～子供たち一人一人の豊かな学びの実現を目指して～

武 藤 久 慶 氏

〈講師〉文部科学省 初等中等教育局 教育課程課長

む とう ひさ よし

【講師紹介】

2000年に文部省(現文部科学省)入省後、教育課程企画室、行政改革推進室、人事院長期在外研究員

（米ハーバード大学教育大学院、ボストンカレッジTIMSSセンター）を経て、北海道教育委員会に４年間出

向。教育制度改革室長補佐、外務省一等書記官、高等教育政策室長、大学入試改革実行プロジェクトチー

ム企画官、総務課副長、学校デジタル化プロジェクトチームリーダーなどを経て、２０24年4月から現職。

令和７年
１１/２８（金）
オンライン開催
（Zoom）

オンデマンド配信

Ｒ７.１２.１８～Ｒ８.１.３０

申込二次元コード

研究発表・研究協議


